
は
じ
め
に

（
�
）

能
《
姨
捨
》
が
個
人
的
好
悪
を
超
え
て
秋
の
名
曲
と
し
て
の
名
を
ほ
し
い

ま
ま
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
た
れ
び
と
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。《
姨
捨
》

は
、
能
の
世
界
に
お
い
て
殊
に
重
く
扱
う
老
女
物
ゆ
え
、
演
者
た
ち
は
鞠
躬

如
た
る
姿
勢
で
、
こ
れ
に
立
ち
向
か
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
名
曲
は
作
者
を

詳
か
に
し
な
い
。
小
論
は
そ
の
内
部
徴
象
か
ら
、
わ
た
し
な
り
に
作
者
を
想

定
し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
旧
来
の
《
姨
捨
》
作
者
に
つ
い
て
の
把
握

旧
来
、
世
阿
弥
・
金
春
禅
竹
・
同
禅
鳳
伝
書
に
作
書
の
経
緯
の
見
え
な
い

曲
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
室
町
中
後
期
（
一
五
世
紀
末
）
か
ら
桃
山
期
（
一

六
世
紀
末
）
に
成
立
し
た
作
者
付
（
曲
名
に
作
者
名
を
付
し
た
も
の
）
に
よ

っ
て
作
者
を
想
定
し
て
い
た
。
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）、
吉
田
東
伍

氏
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
『
世
阿
弥
十
六
部
集
』
刊
行
以
前
は
、
能
本
が
能
役
者

自
身
の
手
に
成
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
す
ら
、
周
知
の
事
実
で
は
な
か
っ

た
。
吉
田
氏
が
「
安
田
文
庫
」
中
か
ら
発
見
し
た
『
世
阿
弥
十
六
部
集
』
中

の
『
能
作
書
』（
現
学
界
呼
称
『
三
道
』）・『
世
子
六
十
以
後
申
楽
談
儀
』

（
以
下
『
談
儀
』）
は
能
本
作
者
考
定
に
お
お
い
に
役
立
っ
た
が
、
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）、
片
山
博
通
氏
に
よ
る
観
世
宗
家
（
現
「
観
世
文
庫
」）
蔵
の

『
五
音
』
の
発
見
、
能
勢
朝
次
氏
の
、
そ
れ
を
駆
使
し
て
の
考
察
（
九
八
・

九
九
ペ
ー
ジ
表
番
号
１４
）
は
、
作
者
考
定
作
業
を
画
期
的
に
推
進
し
た
と
い

っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
作
者
考
定
の
方
法
は
、
古
伝
書
・
古
資
料
・
作
者
付

の
記
載
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
作
品
群
の
外
郭
部
を
逍
遥
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
作
品
の
内
部
徴
象
に
よ
る
吟
味
・
考
察
は
、
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ

た
。
し
ぜ
ん
、《
姨
捨
》
は
の
ち
に
い
う
『
談
儀
』
の
記
載
以
外
、
世
阿

弥
・
禅
竹
・
禅
鳳
伝
書
に
一
切
記
事
が
見
え
な
い
ゆ
え
、
主
と
し
て
作
書
付

に
よ
る
把
握
以
外
に
は
、
手
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

い
ま
、
旧
来
の
《
姨
捨
》
作
者
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
、
お
よ

び
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
た
も
の
を
一
覧
表
に
し
て
み
る
。

能
本
《
姨
捨
》
の
作
者

味

方

健
九
七



成
立
時
期
・
年
記

編
者
・
著
者
・
校
注
者

資
料
名
・
書
名
・
論
文
名

想
定
作
者

１
文
明
〜
永
正
か

１５
ｃ.

後
半
〜

１６
ｃ.

前
半

金
春
系
か

自
家
伝
抄

世
阿
弥

２
大
永
四
と
あ
り

一
五
二
四

観
世
長
俊
の
談
話
を
基
と
す

る
。

能
本
作
者
註
文

同

３
天
正
六
〜

文
禄
五
か

一
五
七
八
〜

一
五
九
四
か

観
世
信
光
・
長
俊
の
註
文
に

拠
る
。
２
の
異
本

い
ろ
は
作
者
註
文

同

４
３
よ
り
降
る

３
の
抄
本

歌
謡
作
者
考

同

５
４
よ
り
降
る

４
の
異
本

浅
野
本
歌
謡
作
者
考
（
能
勢
氏
「
異
本
謳
曲
作

者
」
と
仮
称
）

同

６
元
禄
四

一
六
九
一

船
戸
・
古
藤
・
十
河
板
行

観
世
流
内
百
番
謡
本

同

７
享
保
六

一
七
二
一

観
世
清
親

観
世
大
夫
書
上

同

８
明
和
二

一
七
六
五

観
世
元
章

二
百
拾
番
謳
目
録

元
清

９
明
治
二
九

一
八
九
六

大
和
田
建
樹

謡
曲
通
解
（
博
文
館
）

同

１０
明
治
四
〇

一
九
〇
七

同

謡
曲
評
釈
（
博
文
館
）

世
阿
弥

１１
大
正
一
一

一
九
二
二

物
集
高
量

新
釈
日
本
文
学
叢
書
謡
曲
百
番（
同
叢
書
刊
行
会
）
元
清

１２
昭
和
六

一
九
三
一

佐
成
謙
太
郎

謡
曲
大
観
第
五
巻
（
明
治
書
院
）

２
、
８
と
も
に
世
阿
弥
の
作
と
す
る

１３
昭
和
一
〇
・
七

一
九
三
五

野
上
豊
一
郎

解
註
謡
曲
全
集
巻
二
（
中
央
公
論
社
）

世
阿
弥
元
清

１４
昭
和
一
〇
・
一
一
一
九
三
五

能
勢
朝
次

謡
曲
作
者
考
『
観
世
』
秋
季
特
別
号
（
檜
書
店
）
世
阿
弥
作
と
決
定
し
て
良
い

１５
昭
和
三
〇

一
九
五
五

田
中
允

ア
テ
ネ
文
庫
世
阿
弥
（
弘
文
堂
）

世
阿
弥
ら
し
い
曲

１６
昭
和
三
五

一
九
六
〇

表
章

世
阿
弥
作
能
考
『
観
世
』（
檜
書
店
）

世
阿
弥
作
の
可�

能�

性�

の�

強�

い�

曲

１７
昭
和
三
六
・
九

一
九
六
一

香
西
精

作
者
と
本
説

姨
捨

世
阿
弥

九
八



こ
の
表
に
明
ら
か
な
ご
と
く
、
室
町
中
後
期
の
古
作
者
付
か
ら
、
そ
れ
を

踏
襲
す
る
江
戸
期
の
も
の
、
さ
ら
に
近
代
に
至
っ
て
も
、
世
阿
弥
説
が
定
説

で
あ
っ
た
。
古
作
者
付
と
い
え
ど
も
、
世
阿
弥
が
す
で
に
半
ば
伝
説
中
の
人

と
な
っ
て
か
ら
の
成
立
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
い
ま
な
お
漠
然
と
世
阿
弥
説

が
通
説
の
ご
と
く
な
っ
て
い
る
の
は
、「
結
構
な
も
の
は
世
阿
弥
さ
ん
」
と

い
う
、
世
阿
弥
信
仰
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
の
と
、
表
に
挙
げ
る
い
く
つ
か

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、『
談
儀
』
の
《
姨
捨
》
に
つ
い
て
の
記
載
（
後
出
。

一
〇
〇
ペ
ー
ジ
）
を
世
阿
弥
作
と
考
定
す
る
挺
子
に
し
て
い
る
こ
と
だ
。
か

か
る
名
曲
が
、『
談
儀
』
の
こ
の
箇
所
以
外
に
は
、
世
阿
弥
・
禅
竹
・
禅
鳳

の
か
ず
か
ず
の
伝
書
類
中
に
ま
っ
た
く
見
え
な
い
と
い
う
の
も
、
ひ
と
つ
の

不
思
議
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

１８
昭
和
四
七
・
八

一
九
六
二

八
嶌
正
治

世
阿
弥
に
お
け
る
姨
捨
の
位
置
『
能
楽
思
潮
』

同

１９
昭
和
四
八

一
九
七
三

小
山
弘
志
・
佐
藤
喜
久
雄
・

佐
藤
健
一
郎

日
本
古
典
文
学
全
集

謡
曲
集
（
１
）（
小
学
館
）
世
阿
弥
当
時
に
存
在
し
た
曲

２０
昭
和
五
四

一
九
七
九

表
章

世
阿
弥
作
能
考
『
能
楽
史
新
考
（
一
）』（
わ
ん
や

書
店
）
に
収
載

世
阿
弥
の
可�

能�

性�

の�

あ�

る�

曲

２１
同

同

権
藤
芳
一

能
楽
手
帖
（
駿
々
堂
）

世
阿
弥
（
可
能
性
は
強
い
）

２２
昭
和
五
八

一
九
八
三

伊
藤
正
義

新
潮
日
本
古
典
集
成

謡
曲
集

上

作
者
付
資
料
１
２
な
ど
、
す
べ
て
世

阿
弥
作
と
す
る
が
、
も
と
よ
り
確
実

と
は
言
い
が
た
い
。

２３
昭
和
六
二

一
九
八
七

執
筆
担
当

西
野
春
雄

能
・
狂
言
事
典

世
阿
弥

２４
平
成
九

一
九
九
七

小
山
弘
志
・
佐
藤
健
一
郎

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

謡
曲
集
①（
小
学
館
）
世
阿
弥
か

２５
平
成
一
〇

一
九
九
八

西
野
春
雄

新
日
本
古
典
文
学
大
系

謡
曲
百
番（
岩
波
書
店
）
世
阿
弥
か

２６
平
成
二
四

二
〇
一
二

小
林
責
・
西
哲
生
・
羽
田
昶
能
楽
大
事
典
（
筑
摩
書
房
）

世
阿
弥

○
世
阿
弥
は
当
主
を
退
い
て
出
家
し
た
か
た
ち
で
名
の
っ
た
阿
弥
号
。
元
清
は
元
服
し
て
名
の
る
、
い
わ
ゆ
る
烏
帽
子
名
、
な
い
し
名
告
。

○
初
出
を
挙
げ
る
。
の
ち
に
単
行
本
収
載
の
場
合
は
、
結
論
の
変
わ
っ
た
ケ
ー
ス
の
み
を
挙
げ
る
。

○
傍
点
筆
者
。能

本
《
姨
捨
》
の
作
者

九
九



二
、
旧
来
の
作
者
説
へ
の
批
判

旧
来
の
や
や
安
易
な
世
阿
弥
説
に
一
石
を
投
じ
ら
れ
た
の
が
、
小
西
甚
一

氏
で
あ
っ
た
。�
作
品
研
究
「
姨
捨
」�（『
観
世
』
昭
和
四
十
五
年
九
月
）
で

あ
る
。
旧
来
の
世
阿
弥
説
の
根
拠
と
な
り
、
そ
れ
を
批
判
す
る
小
西
論
文
の

核
と
な
る
『
談
儀
』
の
記
載
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

姨
捨
の
能
に
、「
月
に
見
ゆ
る
も
は
づ
か
し
や
」、
此
時
、
路
中
に
金

を
拾
ふ
姿
有
。
申
楽
は
、
遠
見
を
本
に
し
て
、
ゆ
く
や
か
に
、
た
ぶ
�
�

と
有
べ
し
。
然
を
、「
月
に
見
ゆ
る
も
は
づ
か
し
や
」
と
て
、
向
か
へ

る
人
に
扇
を
か
ざ
し
て
、
月
を
ば
少
も
目
に
か
け
で
、
か
い
屈
み
た
る

マ
マ

体
に
有
ゆ
へ
に
、
見
苦
し
き
也
。「
月
に
見
ゆ
る
も
」
と
て
、
扇
を
高

く
上
げ
て
、
月
を
本
に
し
、
人
を
ば
少
目
に
か
け
て
、
を
ぼ
�
�
と

し
、
し
納
め
た
ら
ば
、
面
白
風
成
べ
し
。

（
岩
波
版
「
思
想
大
系
」
表
章
・
加
藤
周
一
『
世
阿
弥

禅
竹
』）

小
西
氏
は
�
世
阿
弥
自
身
が
本
曲
を
演
じ
た
、
す
く
な
く
と
も
上
演
に
立

ち
合
っ
た
経
験
の
反
映
だ
と
認
め
て
よ
く
、（
中
略
）
観
世
座
の
演
目
と
し

て
世
阿
弥
と
元
能
の
間
に
詞
章
の
共
通
理
解
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
本
曲
が
世
阿
弥
の
作
で
あ
る
、
と
推
理
す
る

の
は
、
行
き
過
ぎ
で
あ
る
。（
中
略
）
わ
か
る
の
は
、
本�

曲�

が�

世�

阿�

弥�

時�

代�

に�

上�

演�

さ�

れ�

て�

い�

た�

こ�

と�

、
お
よ
び
、
世�

阿�

弥�

が�

そ�

の�

上�

演�

に�

何�

ら�

か�

の�

意�

味�

で�

関�

係�

し�

た�

こ�

と�

│
│
の
二
点
に
す
ぎ
な
い
�（
傍
点
筆
者
）
と
、
こ
の

く
だ
り
を
世
阿
弥
作
に
直
結
す
る
こ
と
の
早
計
で
あ
る
こ
と
を
警
告
せ
ら

れ
、�
元
能
の
作
で
あ
る
蓋
然
性
の
ほ
う
が
む
し
ろ
大
き
い
か
も
し
れ
な
い
。

世
阿
弥
が
元
雅
に
『
花
鏡
』
を
、
元
能
に
『
能
作
書
』
を
相
伝
し
た
の
は
、

元
能
を
作
者
と
し
て
期
待
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。（
中

略
）
世
阿
弥
作
と
伝
え
ら
れ
る
能
の
う
ち
、
い
く
つ
か
は
元
能
の
作
が
含
ま

れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
��
世
阿
弥
グ
ル
ー
プ
の
何
び
と
か
こ
そ
、

作
者
名
を
示
さ
ず
に
『
申
楽
談
儀
』
で
実
質
的
な
論
議
の
な
さ
れ
て
い
る
能

の
作
者
と
し
て
、
い
ち
ば
ん
蓋
然
性
が
大
き
い
と
思
う
の
で
あ
る
。「
姨
捨
」

の
作
者
も
、
世
阿
弥
グ
ル
ー
プ
の
何
び
と
か
で
は
な
か
ろ
う
か
�
と
言
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
小
西
氏
は
、
つ
ね
に
作
者
考
定
の
対
称
に
「
世
阿
弥
グ
ル
ー

プ
」
を
強
調
さ
れ
、
そ
の
第
一
候
補
者
と
し
て
、
能
本
作
書
の
た
め
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
『
三
道
』
を
世
阿
弥
か
ら
相
伝
さ
れ
て
い
る
次
男
元
能
を
想
定
な
さ

れ
た
い
ふ
う
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
数
年
経
っ
て
、
山
木
ユ
リ
氏
が
�「
荒
れ
た
る
美
」
と
そ
の
演

劇
的
成
立
│
│
『
芭
蕉
』・『
定
家
』・『
姨
捨
』
と
禅
竹
の
様
式
│
│
�（『
日

本
文
学
』
昭
和
五
十
二
年
五
月
）
で
、
三
曲
に
共
通
す
る
「
完
全
で
あ
る
と

同
時
に
未
完
で
あ
る
円
環
構
造
」
を
指
摘
し
、《
姨
捨
》
に
禅
竹
的
な
も
の

が
濃
厚
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
魂
の
漂
泊
に
は
、
永

劫
に
帰
着
点
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。「
円
環
構
造
」、
わ
た
し
の
言
葉
に

す
れ
ば
輪
廻
の
相
で
あ
る
。
わ
た
し
が
世
阿
弥
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
と
す

（
�
）

る
現
《
求
塚
》
も
、
お
な
じ
く
そ
う
な
の
で
あ
る
が
、
山
木
氏
の
挙
げ
ら
れ

た
三
曲
と
、
そ
の
用
い
ら
れ
る
事
物
・
景
物
と
情
調
が
ま
っ
た
く
異
な
る
。

一
〇
〇



む
し
ろ
《
野
宮
》（
禅
竹
作
）
に
山
木
氏
の
挙
げ
ら
れ
た
三
曲
と
あ
い
通
ず

る
構
造
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
わ
た
し
は
思
う
。

そ
の
約
十
年
後
、
堂
本
正
樹
氏
が
大
著
『
世
阿
弥
』（
昭
和
六
十
一
年
四

月
、
劇
書
房
）
で
、
そ
れ
に
加
勢
し
、《
姨
捨
》
は
「
禅
竹
二
十
代
前
半
の

作
で
は
な
い
か
」
と
い
い
、「
主
人
公
の
老
女
は
成
仏
も
せ
ず
、
高
次
な
存

在
へ
と
昂
め
ら
れ
も
し
な
い
。
彼
女
は
永
遠
に
こ
の
世
の
悲
し
み
と
し
て
残

り
、
去
っ
て
い
く
の
は
生
き
て
い
る
人
間
の
方
な
の
で
あ
る
（
筆
者
注
、
シ

テ
が
立
ち
つ
く
す
中
、
ワ
キ
一
行
が
下
山
す
る
）。（
中
略
）
孤
独
の
円
環
に

出
口
は
な
い
」
と
総
括
し
て
お
ら
れ
る
。

三
、「
月
に
見
ゆ
る
も
恥
づ
か
し
や
」

盛
り
更
け
た
る
女
郎
花
の

草
衣
し
ほ
た
れ
て

昔
だ
に
捨
て
ら
れ

し
程
の
身
を
知
ら
で

ま
た
姨
捨
の
山
に
出
で
て

お
も
て
を
更
科
の

月
に
見
ゆ
る
も
恥
づ
か
し
や

該
部
分
は
、
一
旦
旅
人
の
前
か
ら
姿
を
消
し
た
ヒ
ロ
イ
ン
が
、
月
と
と
も

に
ふ
た
た
び
清
浄
・
優
雅
な
よ
そ
お
い
で
現
れ
、
あ
り
し
日
に
こ
の
山
に
捨

て
ら
れ
た
身
の
程
も
わ
き
ま
え
ず
、
ま
た
こ
の
山
に
現
れ
て
、
旅
人
の
前
に

月
に
照
ら
さ
れ
た
面
を
さ
ら
す
の
が
わ
れ
な
が
ら
恥
ず
か
し
い
、
と
長
絹
の

左
袖
で
面
を
覆
う
く
だ
り
で
、
す
な
わ
ち
、
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
引
く
『
談

儀
』
の
語
る
箇
所
で
あ
る
。

（
�
）

観
阿
弥
原
作
の
《
卒
塔
婆
小
町
》
に
、

も
も
と
せ
に

ひ
と
と
せ
足
ら
ぬ
九
十
九
髪

か
か
る
姿
は
ま
た
世
に

も

影
恥
づ
か
し
き
わ
が
身
か
な

と
い
う
く
だ
り
が
あ
り
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
百
歳
に
及
ぼ
う
か
と
い
う
小
野
小
町

が
、
朽
ち
た
卒
塔
婆
に
腰
を
お
ろ
し
た
の
を
、
行
き
あ
い
の
僧
に
咎
め
ら
れ

て
、
煩
悩
・
菩
提
も
と
よ
り
不
二
と
論
破
し
た
あ
と
、
小
野
良
実
の
娘
だ
と

名
の
り
、
あ
ま
り
に
昔
に
変
わ
る
姿
を
わ
れ
と
恥
じ
て
、
笠
で
面
を
覆
う
の

で
あ
る
。
わ
た
し
は
《
姨
捨
》
の
く
だ
ん
の
く
だ
り
は
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に

書
か
れ
た
の
だ
と
思
う
。
こ
の
箇
所
も
、
僧
に
恥
じ
た
の
で
は
、
舞
台
が
小

さ
い
の
だ
。
わ
ざ
わ
ざ
「
有
明
の
」
と
月
を
出
し
た
の
は
、
世
阿
弥
の
い
う

「
風
情
」（
型
・
演
出
）
を
斟
酌
し
て
の
作
者
で
、
す
な
わ
ち
、
昔
の
美
貌
と

現
在
の
老
醜
と
を
効
果
的
に
表
現
す
る
の
が
主
た
る
意
図
ゆ
え
、
演
技
と
し

て
は
、
当
然
、
心
意
気
を
壮
大
に
し
て
、
月
に
恥
じ
る
べ
き
が
心
得
で
あ
ろ

う
。
世
阿
弥
は
《
姨
捨
》
の
こ
の
箇
所
で
は
、
身
を
恥
じ
る
対
象
を
、
月
八

分
、
旅
人
二
分
く
ら
い
の
割
合
に
意
識
し
て
演
ず
る
の
が
よ
い
、
と
発
言
し

て
い
る
の
だ
。
堂
本
氏
は
�
お
そ
ら
く
、
実
際
の
能
の
稽
古
で
、
元
能
に
指

導
し
た
言
葉
で
あ
ろ
う
。
現
代
の
新
劇
で
い
え
ば
、
立
ち
稽
古
で
の
演
出
家

の
「
駄
目
出
し
」
に
相
当
す
る
�（
前
掲
書
）
と
い
わ
れ
る
。
小
西
氏
が

�（
元
能
が
）
上
演
し
た
と
こ
ろ
、
あ
ま
り
好
評
で
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
世
阿

弥
が
お
ま
え
の
演
出
は
「
月
に
見
ゆ
る
も
恥
か
し
や
」
の
所
が
拙
い
の
だ
か

ら
、
こ
れ
こ
れ
の
よ
う
に
演
じ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
注
意
を
元
能
に

与
え
た
│
│
。
以
上
は
、
ま
っ
た
く
の
推
測
で
あ
る
�（
前
掲
論
文
）
と
さ

れ
た
仮
説
と
、
ま
さ
に
重
な
り
合
う
。

能
本
《
姨
捨
》
の
作
者
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禅
竹
作
の
《
芭
蕉
》
の
、
小
段
構
成
上
は
《
姨
捨
》
の
該
部
分
と
同
箇
所

で
あ
る
〔
後
の
初
同
（
上
歌
）〕
に
、

あ
だ
な
る
に
芭
蕉
の

女
の
衣
は
薄
色
の

花
染
め
な
ら
ぬ
に

袖
の

ほ
こ
ろ
び
も
恥
づ
か
し
や

と
あ
る
。
長
絹
の
左
の
袖
口
を
右
手
で
引
き
、
袖
を
広
げ
て
ワ
キ
の
方
へ

出
、
正
中
で
留
め
、
わ
ず
か
右
へ
は
ず
し
て
、
面
ば
か
り
で
ワ
キ
を
見
る
、

こ
の
造
作
は
《
姨
捨
》
と
同
工
で
あ
り
、
気
息
・
情
調
ま
た
お
な
じ
い
。
同

一
人
の
造
作
と
は
見
ら
れ
ま
い
か
。

四
、
禅
竹
作
品
に
見
る
作
書
上
の
特
徴

《
姨
捨
》
後
シ
テ
の
登
場
詞
は
、

あ
ら
お
も
し
ろ
の
折
か
ら
や
な

あ
ら
お
も
し
ろ
の
折
か
ら
や

と
い
う
老
女
の
心
情
述
懐
の
言
葉
で
あ
る
。
横
道
萬
里
雄
氏
命
名
の
こ
の

（
�
）

「
ア
ラ
ヤ
ナ
こ
と
ば
」
は
、
能
本
に
お
い
て
珍
し
く
な
い
が
、
禅
竹
作
と
見

な
し
う
る
作
品
に
好
ん
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

あ
ら
も
の
す
ご
の
宮
の
内
や
な
《
楊
貴
妃
》

あ
ら
お
も
し
ろ
の
折
か
ら
や
な
（
上
懸
り
は
「
あ
り
が
た
の
御
経
や

な
」）
《
田
村
》

あ
ら
あ
り
が
た
の
御
経
や
な
《
東
北
》

あ
ら
お
も
し
ろ
の
折
か
ら
や
な
《
小
督
》

あ
ら
お
も
し
ろ
の
折
か
ら
や
な
《
雨
月
》

あ
ら
お
も
し
ろ
の
詠
吟
や
な
《
同
》

《
楊
貴
妃
》
は
シ
テ
の
登
場
詞
冒
頭
、《
田
村
》《
東
北
》《
小
督
》
は
そ
れ

ぞ
れ
後
シ
テ
の
登
場
詞
冒
頭
、《
雨
月
》
は
前
シ
テ
の
登
場
詞
の
結
び
と
、

後
シ
テ
の
登
場
詞
冒
頭
で
、
す
べ
て
〔
サ
シ
〕
で
あ
る
。
そ
の
情
調
の
耽
美

性
と
陶
酔
感
は
禅
竹
の
意
識
構
造
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

さ
て
、《
姨
捨
》
の
月
に
対
す
る
感
情
述
懐
の
次
は
、
定
家
の
家
集
『
拾

遺
愚
草
』
に
見
え
、『
新
勅
撰
集
』
に
も
入
れ
ら
れ
る
定
家
歌
「
明
け
ば
ま

た
秋
の
半
ば
も
過
ぎ
ぬ
べ
し
か�

た�

ぶ�

く�

月
の
惜
し
き
の
み
か
は
」（
能
本
は

第
四
句
を
「
今
宵
の
」
と
す
る
）
が
引
か
れ
る
。
因
み
に
禅
竹
作
《
定
家
》

の
後
の
出
は
「
夢
か
と
よ
闇
の
う
つ
つ
の
宇
津
の
山
夢
に
も
た
ど
る
蔦
の
下

道
（
上
懸
り
「
細
道
」）」
と
い
う
短
歌
形
式
の
〔
詠
〕
で
あ
る
。
こ
の
と
お

り
の
原
歌
を
先
行
文
芸
中
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
類
似
歌
は
求
め

う
る
。
従
来
は
「
ふ
み
わ
け
し
昔
は
夢
か
宇
津
の
山
あ
と
と
も
見
え
ぬ
蔦
の

下
道
」（
続
古
今
・
藤
原
雅
経
）
を
注
に
し
る
し
た
り
し
て
い
た
（
九
八
・

九
九
ペ
ー
ジ
掲
載
の
表
番
号
１３
・
１９
・
２３
な
ど
）。
わ
た
し
は
、
昭
和
三
十

年
代
の
初
め
に
、
京
都
学
生
能
楽
聯
盟
の
機
関
誌
『
却
来
』（
い
ま
、
そ
の

バ
ッ
ク
・
ナ
ン
バ
ー
を
見
つ
け
え
な
い
）
に
《
定
家
》
の
後
の
出
と
の
影
響

関
係
を
い
う
な
ら
、
む
し
ろ
「
都
に
も
今
や
衣
を
宇
津
の
山
夕
霧
は
ら
ふ
蔦

一
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の
下
道
」（『
拾
遺
愚
草
』『
新
古
今
集
』）
を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
、
と
書

い
た
。
両
歌
の
作
者
の
生
没
年
は
、
定
家
が
一
一
六
二
〜
一
二
四
一
、
雅
経

が
一
一
七
〇
〜
一
二
二
一
で
、
ま
さ
に
同
時
代
人
で
あ
り
、
両
歌
と
能
本
本

文
歌
と
は
第
三
句
・
第
五
句
を
共
有
し
て
い
て
、
い
ず
れ
が
い
ず
れ
と
も
判

じ
が
た
い
が
、
曲
が
《
定
家
》
で
あ
り
、
そ
の
作
者
が
禅
竹
で
あ
れ
ば
、
定

家
自
身
の
歌
を
念
頭
に
お
い
て
の
作
詞
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
（「
古

典
集
成
」
中
に
引
用
）。
松
岡
心
平
氏
は
、
定
家
の
和
歌
の
弟
子
で
あ
り
、

ま
た
二
人
の
道
な
ら
ぬ
恋
の
沙
汰
が
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
式
子
の
詠
歌
の

「
閉
じ
る
」
イ
メ
ー
ジ
へ
の
こ
だ
わ
り
を
指
摘
し
、�「
夢
か
と
よ
闇
の
現
の

宇
津
の
山
月
に
も
た
ど
る
蔦
の
下
道
」
と
い
う
禅
竹
の
劇
中
詠
の
傑
作
も
ま

た
、
式
子
の
「
閉
じ
込
め
ら
れ
た
底
」
の
詠
歌
群
と
響
き
合
う
式
子
的
世
界

の
見
事
な
領
略
で
あ
っ
た
�
と
把
握
述
べ
て
お
ら
れ
る
（『
銕
仙
』│
三
七
五

│
平
成
元
年
十
一
月
）。
禅
竹
の
定�

家�

の�

め�

り�

は
ひ
と
か
た
で
は
な
い
。

禅
竹
は
《
野
宮
》
の
〈
舞
上
ゲ
〉
を
世
阿
弥
の
《
井
筒
》
に
学
ん
で
、

〔
ワ
カ
〕
と
〔
ノ
リ
地
〕
を
短
歌
形
式
の
音
数
律
で
構
成
す
る
。
す
な
わ
ち
、

〔
ワ
カ
〕
野
宮
の

月
も
昔
や

憶
ふ
ら
ん

〔
ノ
リ
地
〕
影
さ
び
し
く
も
森
の
下
露
�
�
�
�

の
ご
と
く
で
、
こ
こ
に
用
い
ら
れ
た
月
・
昔
・
昔
を
憶
ふ
・
影
・
森
（
漏

り
）・
露
と
い
っ
た
語
句
は
、
曲
中
、
夕
月
夜
・
月
に
と
返
す
、
昔
に
変
ら

ぬ
色
（
二
見
）・
そ
の
昔
、
昔
を
憶
ふ
（
二
見
）、
影
か
す
か
な
る
、
こ
れ
な

る
森
・
こ
の
森
（
二
見
）・
森
の
木
枯
ら
し
・
森
の
蔭
・
森
の
下
道
・
森
の

木
の
間
・
森
の
木
蔭
、
袖
の
露
・
言
葉
の
露
・
白
露
・
露
の
う
ち
は
ら
ひ
、

と
曲
中
に
ち
り
ば
め
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
つ
の
情
調
の
も
と
に
集
約
し
、

〈
序
之
舞
〉
で
ヒ
ロ
イ
ン
六
条
御
息
所
の
源
氏
思
慕
の
念
を
頂
点
ま
で
盛
り

あ
げ
て
〔
ワ
カ
〕〔
ノ
リ
地
〕
に
持
ち
込
む
。「
野
の
宮
の

月
も
昔
や
…
」

に
は
、
だ
か
ら
、
曲
中
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
キ
ャ
ッ
チ
│

ワ
ー
ド
、
キ
ャ
ッ

チ
│

フ
レ
ー
ズ
の
世
界
が
、
よ
り
止
揚
さ
れ
た
統
合
体
と
し
て
現
出
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
〔
ワ
カ
〕〔
ノ
リ
地
〕
の
詞
章
に
は
、

消
え
わ
び
ぬ
う
つ
ろ
ふ
人
の
秋
の
色
に
身
を
木
枯
ら
し
の
森
の
下
露

（『
拾
遺
愚
草
』『
新
古
今
集
』）

が
色
濃
く
影
を
落
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、〔
ワ
カ
〕〔
ノ
リ
地
〕
の
語
彙
・

情
調
そ
し
て
三
句
切
れ
、
体
言
止
め
の
歌
体
ま
で
ま
さ
に
新
古
今
ば
り
な
の

だ
。《

姨
捨
》
の
〈
序
之
舞
〉
に
先
立
つ
〔
詠
〕「
昔
恋
し
き
夜
遊
の
袖
」
の
あ

と
、
宝
生
・
金
春
・
金
剛
で
は
、「
月
に
と
返
す
気�

色�

か
な
」（『
擬
光
悦
本
』

で
は
「
袂�

か
な
」）
と
付
け
る
。
古
形
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
喜

（
�
）

多
・『
車
屋
本
』『
六
徳
本
』
が
こ
の
句
を
持
た
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
持
つ
の

が
古
形
と
は
、
必
ず
し
も
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
の
〔
詠
〕
の

第
二
句
は
禅
竹
作
の
《
野
宮
》
の
該
部
分
と
同
文
な
の
だ
。
そ
の
代
入
の
可

能
性
は
強
い
。
と
す
れ
ば
、
な
に
ゆ
え
こ
の
一
句
が
加
わ
っ
た
か
。
実
演
の

技
法
か
ら
い
え
ば
、「
昔
恋
し
き
…
」
の
一
句
の
み
で
、
太
鼓
が
す
ぐ
シ
カ

ケ
・
打
切
で
〈
序
〉
に
持
ち
こ
ん
だ
場
合
、
シ
テ
が
大
小
前
か
ら
常
座
に
ク

能
本
《
姨
捨
》
の
作
者
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ツ
ロ
い
で
、
袖
を
入
れ
さ
せ
て
正
を
向
く
の
は
、
体
の
持
っ
て
ゆ
き
よ
う

に
、
少
々
苦
し
い
と
こ
ろ
が
な
く
も
な
い
。
い
ま
一
句
入
れ
て
、
キ
ザ
ミ
を

一
ツ
半
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
く
だ
り
の
流
れ
に
無
理
が
な
く
な

る
。
そ
の
技
法
上
の
操
作
に
、
な
ぜ
《
野
宮
》
の
辞
句
を
借
り
た
の
か
。

《
野
宮
》
は
、「
昔
を
思
ふ

花
の
袖
」
に
当
該
句
が
つ
づ
く
。《
姨
捨
》
ほ

ど
の
完
璧
さ
は
な
く
と
も
、《
野
宮
》
に
お
い
て
も
月
は
統
象
と
し
て
、
世

阿
弥
の
い
う
「
開
眼
」（
こ
の
語
『
三
道
』
に
五
見
）
の
箇
所
に
昔
を
返
す

よ
す
が
と
し
て
効
果
的
に
は
た
ら
い
て
い
る
。《
姨
捨
》
と
の
情
調
の
融
和

に
な
ん
ら
抵
抗
は
な
い
。《
野
宮
》
の
〈
序
之
舞
〉
の
〈
舞
上
ゲ
〉
の
〔
ワ

カ
〕〔
ノ
リ
地
〕
を
さ
き
に
挙
げ
た
が
、《
姨
捨
》
の
該
部
分
も
同
型
で
、
一

曲
の
主
題
歌
「
わ
が
心

慰
め
か
ね
つ

更
科
や

姨
捨
山
に

照
る
月
を

見
て
」（
古
今
集
・
大
和
物
語
・
俊
頼
髄
脳
等
に
見
え
る
名
歌
）
の
上
・
下

句
を
〔
ワ
カ
〕
と
〔
ノ
リ
地
〕
に
配
す
る
。
下
の
句
の
リ
フ
レ
イ
ン
も
同
工

で
あ
る
。
そ
し
て
「
野
宮
の
…
」
と
「
わ
が
心
…
」
は
心
緒
の
方
向
に
求

心
・
遠
心
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
月
に
昔
を
憶
う
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
世

阿
弥
は
《
檜
垣
》
に
お
い
て
、
キ
ャ
ッ
チ
│

ワ
ー
ド
を
わ
ざ
と
い
く
つ
も
重

複
さ
せ
た
二
つ
の
〔
次
第
〕
を
書
い
た
。

ａ

影�

白
川
の
水�

汲
め
ば

�
�

月�

も
袂�

や
濡
ら
す
ら
ん

ｂ

釣
瓶
の
水�

に
影�

落
ち
て

袂�

を
月�

や
上
る
ら
ん

「
水
を
汲
む
」
と
い
う
主
題
的
作
業
に
月
を
あ
し
ら
っ
た
一
曲
の
基
調
風

景
は
一
つ
に
統
一
さ
れ
、
心
緒
の
向
き
が
ａ
の
求
心
か
ら
ｂ
の
遠
心
に
転
じ

ら
れ
て
い
る
。《
姨
捨
》
と
《
野
宮
》
の
〔
ワ
カ
〕〔
ノ
リ
地
〕
の
辞
句
は
、

そ
う
い
う
関
係
に
あ
る
と
、
わ
た
し
に
は
思
え
る
の
だ
。

五
、
禅
竹
作
品
に
見
る
情
念
の
屈
折
│
│
「
な
か
な
か
」│
│

（
�
）

わ
た
し
は
か
つ
て
「
禅
竹
用
語
考
」
を
書
き
、
そ
の
冒
頭
に
「
な
か
な

か
」
を
取
り
あ
げ
た
。
い
ま
、
い
さ
さ
か
の
重
複
は
あ
り
な
が
ら
、
シ
テ
登

場
の
契
機
に
な
っ
て
い
る
な�

か�

な�

か�

な
る
思
い
に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い
。

イ
ッ
ソ
○
○
ナ
ラ
バ
、
ソ
レ
モ
ヨ
カ
ッ
タ
ロ
ウ
ニ
、
ナ
マ
ナ
カ
○
○
ナ
モ

ノ
ダ
カ
ラ
、
ソ
レ
ガ
カ
エ
ッ
テ
ア
ダ
ニ
ナ
ッ
テ
、
と
い
っ
た
主
人
公
の
心
緒

の
も
つ
れ
、
意
志
方
向
の
不
安
定
な
状
態
を
い
う
こ
の
語
は
、
中
世
、
殊
に

能
本
、
な
か
ん
ず
く
禅
竹
作
品
に
お
い
て
、
登
場
人
物
の
心
情
を
じ
つ
に
効

果
的
に
表
し
て
い
る
。《
小
督
》
の
「
な�

か�

な�

か�

な
り
し
契
り
」、《
楊
貴
妃
》

の
「
か
れ
が
れ
な
ら
ば
な�

か�

な�

か�

の
便
り
の
風
は
怨
め
し
や
」、《
千
手
》
の

「
か
け
ぬ
情
の
な�

か�

な�

か�

に
な
る
る
や
怨
み
な
る
ら
ん
」「
な
に
な�

か�

な�

か�

の

憂
き
契
り
」、《
玉
鬘
》
の
「（
夕
顔
ノ
）
消
え
に
し
あ
と
は
な�

か�

な�

か�

に

な
に
な
で
し
こ
の
形
見
も
憂
し
」
な
ど
な
ど
、
こ
れ
が
一
曲
の
キ
ャ
ッ
チ
│

ワ
ー
ド
で
あ
り
、
主
題
を
支
え
る
主
要
橋
脚
と
な
っ
て
い
る
。
西
野
春
雄
氏

は
、
わ
た
し
の
旧
稿
を
見
て
、「
な
か
な
か
」「
ひ
と
し
ほ
」「
ち
り
ぢ
り
」

「
う
つ
ろ
ふ
」
な
ど
一
連
の
語
を
「
禅
竹
こ
と
ば
」
と
命
名
さ
れ
た
。

禅
竹
作
《
定
家
》
の
ヒ
ロ
イ
ン
式
子
の
屈
折
し
た
魂
は
、
幾
星
霜
と
も
知

れ
ぬ
妄
執
の
長
夜
を
苦
し
み
つ
づ
け
、
式
子
に
対
す
る
定
家
の
恋
の
妄
執

と
、
た
が
い
に
相
手
を
が
ん
じ
が
ら
め
に
縛
り
あ
い
な
が
ら
、
い
ま
は
も
う
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両
者
の
小
意
志
を
超
え
た
宿
業
と
し
て
、
浮
か
び
も
果
て
ず
、
帰
り
も
や
ら

ず
、「
な
に
な�

か�

な�

か�

の
草
の
蔭
」
に
埋
も
れ
て
い
る
の
だ
。

眼
目
の
《
姨
捨
》
の
ヒ
ロ
イ
ン
は
、
い
か
で
あ
ろ
う
。
中
秋
の
名
月
の
夜

に
こ
の
山
に
捨
て
ら
れ
た
老
女
の
魂
は
、
先
述
の
と
お
り
、
今
年
も
ま
た
名

月
の
夜
に
「
捨
て
ら
れ
し
ほ
ど
の
身
を
知
ら
で

ま
た
姨
捨
の
山
に
出
で
て

面
を
さ
ら
」
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
方
、
す
で
に
あ
る
諦
観
の
境
地

に
達
し
て
い
る
か
の
ふ
う
に
も
う
か
が
え
る
。「
よ
し
や
何
事
も
夢
の
世
の

な�

か�

な�

か�

言
は
じ
思
は
じ
や

思
ひ
草
花
に
め
で

月
に
染
み
て
遊
ば

ん
」。
老
女
の
心
と
姿
は
い
よ
い
よ
純
化
し
、
か
つ
て
の
娑
婆
苦
を
も
輪
廻

の
苦
を
も
す
っ
か
り
忘
却
し
た
か
の
よ
う
に
、
無
辺
光
を
浴
び
て
弥
陀
・
勢

至
の
浄
土
に
遊
ぶ
法
悦
・
愉
楽
の
境
に
遊
ぶ
。
シ
テ
は
月
光
菩
薩
の
化
身
で

は
な
い
か
と
か
、
月
の
精
が
仮
り
に
人
間
界
に
現
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
か
と

い
う
理
解
が
生
ず
る
の
は
、
い
つ
に
こ
の
〔
サ
シ
〕〔
ク
セ
〕
の
描
き
出
す

寂
光
土
の
至
純
・
豊
穣
な
世
界
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
は
ひ
と
と
き
の
法
悦
で
あ
る
。
隈
な
き
月
を
見
て
は
、
老

女
は
捨
て
ら
れ
た
寂
し
く
悲
し
い
昔
が
恋
し
い
の
だ
。
主
題
歌
ど
お
り
、

「
姨
捨
山
に
照
る
月
を
見
て
」「
わ
が
心
」
を
「
慰
め
か
ね
」
る
、
と
い
う
で

は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
老
女
の
魂
は
、「
露
の
間
に

な�

か�

な�

か�

な
に
し
に

現
れ
て

胡
蝶
の
遊
び
」
を
、
ひ
と
と
き
楽
し
ん
で
、
や
が
て
人
間
苦
の
世

界
に
帰
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

西
野
氏
の
い
わ
れ
る
「
禅
竹
こ
と
ば
」
に
「
返
す
」
と
い
う
語
が
あ
る
。

舞
踊
芸
は
能
の
主
要
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
当
然
「
袖
を
返

（
�
）す」
の
が
第
一
義
で
あ
り
、「
千
手
の
袖�

な
ら
ば
重
ね
て
い
ざ
や
返�

さ�

ん�

」

（
禅
竹
作
《
千
手
》）、「
花
の
袖�

を
や
返�

す�

ら
ん
」（
同
《
賀
茂
物
狂
》）、「
袖�

し
ば
し
い
ざ
や
返�

さ�

ん�

」「
こ
れ
も
芭
蕉
の
羽�

袖�

を
返�

し�

」（
同
《
芭
蕉
》）

の
ご
と
く
用
い
ら
れ
る
が
、「
袖
を
返
す
」
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
「
昔
を
返

す
」「
昔
に
返
る
」
こ
と
で
あ
り
、
時
間
を
も
空
間
を
も
懐
か
し
い
昔
に
返

し
た
い
と
い
う
主
人
公
の
希
求
で
あ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。「
あ
り
し
雲

居
の
花
の
袖�

昔
を
今
に
返�

す�

な
る

そ
の
舞
姫
の
小
忌
衣
」（
同
《
定

家
》）、「
昔
を
憶
ふ
花
の
袖�

月
に
と
返�

す�

気
色
か
な
」（
同
《
野
宮
》）、

「
別
れ
来
し

あ
と
の
恨
み
の
唐
衣

袖�

を
都
に
返�

さ�

ば�

や�

」（
同
《
杜
若
》）

の
ご
と
く
で
あ
る
。《
杜
若
》
の
場
合
な
ど
、
伊
勢
物
語
に
描
か
れ
る
三
河

国
八
橋
の
カ
キ
ツ
バ
タ
の
精
が
業
平
の
霊
と
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
、
二

条
后
高
子
を
慕
う
の
で
あ
っ
て
、「
高
子
恋
し
や
」
と
さ
え
意
訳
可
能
の
部

分
で
あ
る
。《
定
家
》
に
お
い
て
、
式
子
の
魂
は
僧
の
法
華
経
薬
草
喩
品
読

誦
の
功
徳
で
、
定
家
の
身
を
変
え
た
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
が
ほ
ど
け
、
ひ
と
と
き

の
安
息
を
得
て
、
報
謝
の
舞
を
舞
う
が
、
や
が
て
宿
業
の
輪
の
中
に
帰
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
と
き
が
来
る
と
、「
夜
の
契
り
の
夢
の
う
ち
に
と
あ
り
つ
る
と
こ

ろ
に
帰
る
は
葛
の
葉
の

も
と
の
ご
と
く
這
ひ
ま
と
は
る
る
や
定
家
葛
」

と
、
ふ
た
た
び
カ
ズ
ラ
が
式
子
の
墓
じ
る
し
に
這
い
ま
つ
わ
り
、
姿
は
そ
の

中
に
没
し
て
ゆ
く
。
山
木
氏
・
堂
本
氏
の
い
わ
れ
る
「
円
環
構
造
」
で
あ

る
。《

姨
捨
》
も
そ
の
と
お
り
で
、

胡
蝶
の
遊
び

戯
る
る
舞
の
袖�

返�

せ�

や�

返�

せ�

昔
の
秋
を

思
ひ
出

で
た
る
妄
執
の
心

や
る
方
も
な
き

今
宵
の
秋
風

身
に
し
み
じ
み

能
本
《
姨
捨
》
の
作
者

一
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と

恋
し
き
は
昔

し
の
ば
し
き
は
閻
浮
の

秋
よ
友
よ
と

思
ひ
を

れ
ば

夜
も
す
で
に
し
ら
し
ら
と
…

と
、
舞
う
う
ち
に
月
に
見
と
れ
、
し
ば
ら
く
時
を
移
し
、
さ
ま
ざ
ま
の
思
ひ

が
脳
裡
を
よ
ぎ
り
、
老
女
の
魂
は
式
子
の
場
合
と
お
な
じ
く
、
も
と
の
世
界

に
帰
っ
て
ゆ
く
。《
姨
捨
》
の
老
女
は
、
ひ
と
と
き
、
開
に
近
い
境
地
に
遊

ぶ
け
れ
ど
も
、
時
が
来
れ
ば
、
ま
た
迷
妄
の
中
有
に
帰
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
因
果

律
に
支
配
さ
れ
、
そ
れ
で
も
、《
野
宮
》
の
御
息
所
の
魂
が
長
月
七
日
が
廻

り
来
れ
ば
、「
昔
を
憶
ふ
年
々
」
こ
の
野
宮
に
「
廻
り
来
」
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
よ
う
に
、《
姨
捨
》
の
老
女
は
「
そ
の
月
の
名
の
秋
ご
と
に
」「
現
れ
出

で
」
る
の
だ
。
ま
さ
に
輪
廻
の
相
で
あ
る
。
世
阿
弥
は
《
檜
垣
》《
求
塚
》

に
お
い
て
、
有
情
の
輪
廻
が
永
劫
な
る
こ
と
を
、
み
ず
か
ら
の
世
界
観
と
し

て
打
ち
出
し
、
禅
竹
は
そ
れ
を
忠
実
に
《
野
宮
》《
定
家
》《
姨
捨
》
に
お
い

て
継
承
し
、
岳
父
の
把
握
の
延
長
線
を
引
い
た
の
だ
。
人
間
存
在
と
は
何

か
、
と
い
う
命
題
の
追
求
は
、
こ
の
二
代
に
お
け
る
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

と
も
か
く
も
、nakanaka

・naninakanaka

・nakanakananishini
と
い

う
ｎ
音
の
連
鎖
的
な
響
き
が
、
情
念
の
行
き
つ
戻
り
つ
す
る
た
ゆ
た
い
を
効

果
的
に
表
現
し
て
い
る
。

六
、
禅
竹
作
品
に
見
る
情
念
の
極
ま
り

《
姨
捨
》
の
老
女
は
後
段
に
登
場
す
る
や
、
先
述
の
ご
と
く
「
あ
ら
お
も

し
ろ
の
折
か
ら
や
」
と
中
秋
の
明
月
に
興
じ
、「
明
け
ば
ま
た
秋
の
半
ば
も

過
ぎ
ぬ
べ
し
。
今
宵
の
月
の
惜
し
き
の
み
か
は
」
と
定
家
歌
を
ま
さ
に
わ
が

心
情
と
し
て
く
ち
ず
さ
む
。
今
宵
の
満
月
が
欠
け
て
ゆ
く
の
は
、
も
ち
ろ
ん

惜
し
い
。
で
も
、
今
年
の
秋
が
半
ば
を
過
ぎ
る
の
は
、
さ
ら
に
愛
し
い
の

だ
。

さ�

な�

き�

だ�

に�

秋
待
ち
か
ね
て
類
ひ
な
き

名
を
望
月
の
見
だ
に
も

覚
え
ぬ
ほ
ど
に
隈
も
な
き

姨
捨
山
の
秋
の
空

あ�

ま�

り�

に�

堪�

へ�

ぬ�

心

と
や

昔
と
だ
に
も
思
は
ぬ
ぞ
や

こ
の
魂
の
燃
焼
と
、
こ
の
文
言
の
論
理
構
造
は
、
禅
竹
作
の
《
雨
月
》
の

前
シ
テ
の
登
場
詞
と
そ
の
ま
ま
規
を
一
に
す
る
。
こ
ち
ら
は
和
漢
朗
詠
集
・

巻
上
・
夏
夜
の
白
居
易
（
楽
天
）
の
詩
を
く
ち
ず
さ
む
。
や
は
り
秋
月
の
佳

宵
で
あ
る
。「
風
枯
木
を
吹
け
ば
晴
天
の
雨

月
平
沙
を
照
ら
せ
ば
夏
の
夜

の
霜
」、
そ
の
つ
ぎ
で
あ
る
。

そ�

れ�

さ�

へ�

あ�

る�

に�

秋
の
空

あ�

ま�

り�

に�

堪�

へ�

ぬ�

半
ば
の
月

あ
ら
お
も

し
ろ
の
折
か
ら
や
な

「
ア
ラ
ヤ
ナ
こ
と
ば
」
が
《
姨
捨
》
は
冒
頭
、
こ
ち
ら
は
結
び
に
使
わ
れ
、

い
ず
れ
も
明
月
に
興
じ
、
良
夜
を
嘆
ず
る
に
吝
か
で
は
な
い
。
か
れ
は
「
さ

な
き
だ
に
」、
こ
れ
は
「
そ
れ
さ
へ
あ
る
に
」、
い
ず
れ
も
抑
揚
法
を
用
い
て

「
あ
ま
り
に
堪
へ
ぬ
」
心
緒
を
披
歴
す
る
。「
あ
ま
り
に
堪
へ
ぬ
」、
漢
詩
人

一
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の
い
う
不
レ

堪
レ

秋
、
モ
ウ
タ
マ
ラ
ヌ
の
だ
。
こ
の
両
曲
に
見
る
魂
の
詩
的
燃

焼
、
情
念
の
極
ま
り
は
禅
竹
の
持
つ
作
家
的
特
徴
だ
と
わ
た
し
は
見
る
。

（
�
）

《
田
村
》
の
「
や�

ら�

や�

ら�

お
も
し
ろ
の

地
主
の
花
よ�

候�

ふ�

や�

な�

桜
の

木
の
間
に
漏
る
月
の

雪
も
降
る
夜
嵐
の

誘
ふ
花
と
つ
れ
て

散
る
や
心

な
る
ら
ん
」、《
熊
野
》（
こ
れ
も
、
わ
た
し
は
禅
竹
作
だ
と
思
う
）
の
「
あ�

ら�

心
な
の
村
雨
や�

な�

春
雨
の

降
る
は
涙�

か

降
る
は
涙�

か
桜
花

散
る

を
惜
し
ま
ぬ
人
や
あ
る
」、《
小
塩
》
の
「
山
風
吹
き
乱
れ

散
ら
せ
や
散
ら

せ

散
り
迷
ふ
」。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
春
の
嵐
や
春
雨
に
、
あ
た
ら
爛
熳

の
桜
花
が
散
ら
さ
れ
る
美
景
を
前
に
し
て
、
シ
テ
の
心
も
ち
り
ぢ
り
に
乱
れ

る
さ
ま
が
、
い
か
ん
な
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
禅
竹
作
品
の
特
徴
は
、
花
の

散
る
さ
ま
を
描
く
の
が
眼
目
で
は
な
く
、
そ
れ
を
見
て
、
春
を
謳
歌
し
、
春

の
逝
く
の
を
愛
惜
し
、
そ
の
気
色
に
詩
心
を
燃
や
す
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の

思
い
が
、
し
ば
し
ば
「
ア
ラ
ヤ
ナ
こ
と
ば
」
と
と
も
に
述
べ
ら
れ
る
の
も
、

禅
竹
作
品
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。

七
、《
西
行
桜
》
と
《
姨
捨
》

《
西
行
桜
》
も
堂
本
正
樹
氏
が
禅
竹
作
を
主
張
さ
れ
た
曲
で
あ
る
（
前
掲

書
）。〔
ク
セ
〕
の
あ
と
、〔
キ
リ
〕
へ
か
け
て
は
、
世
阿
弥
作
の
《
阿
古
屋

松
》
に
通
ず
る
よ
う
な
構
成
で
あ
る
が
、
か
れ
に
老
の
身
が
若
き
日
に
帰
る

が
ご
と
き
昂
揚
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
に
は
、
限
ら
れ
た
余
命
、
老

木
の
花
の
保
つ
時
間
を
確
認
す
る
が
ご
と
き
切
な
さ
が
あ
る
。
こ
の
点
で
、

わ
た
し
も
禅
竹
説
な
の
だ
。
時
は
今
、
逃
が
し
て
は
な
ら
ぬ
、
こ
の
佳
境
残

り
い
く
ば
く
ぞ
や
。「
春
宵
一
刻
価
千
金

花
に
清
香
月
に
影
」
と
は
、
そ

う
い
う
老
桜
の
精
の
心
情
な
の
だ
。「
待
て
し
ば
し

待
て
し
ば
し

夜
は

ま
だ
深
き
ぞ

よ
そ
は
ま
だ
小
倉
の

山
陰
に
残
る
夜
桜
の
」。
こ
の
「
ま

て
し
ば
し
」
を
堂
本
氏
は
ワ
キ
の
西
行
が
言
う
べ
き
だ
と
の
論
で
あ
っ
た

（
前
掲
書
）。
わ
た
し
は
、
シ
テ
の
言
葉
で
こ
そ
あ
る
べ
き
だ
と
思
う
。
福
王

和
幸
氏
は
、
古
型
は
、
都
か
ら
の
花
見
客
、
わ
た
し
に
い
わ
せ
る
な
ら
ば
風

流
半
可
通
の
面
々
（
ワ
キ
ツ
レ
数
人
）
が
座
を
立
っ
て
帰
ろ
う
と
す
る
の
を

引
き
止
め
る
の
が
古
型
だ
と
語
ら
れ
た
。
な
る
ほ
ど
、《
姨
捨
》
の
月
見
の

人
々
（
ワ
キ
・
ワ
キ
ツ
レ
た
ち
）
が
シ
テ
を
残
し
て
去
る
・
片
や
花
、
片
や

月
、
シ
テ
は
姨
捨
の
山
頂
な
り
、
西
行
の
庵
の
庭
な
り
に
留
ま
る
の
だ
。
あ

る
い
は
、
そ
れ
が
両
曲
共
通
の
作
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、

い
ま
は
違
う
。《
西
行
桜
》
は
半
ば
薄
れ
ゆ
く
明
け
が
た
の
わ
が
姿
を
確
認

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
か
け
が
え
の
な
い
魂
の
最
後
の
燃
焼
な
の
だ
。

三
好
達
治
は
、
別
離
を
な
し
た
恋
人
の
乗
る
馬
車
を
見
送
っ
た
あ
と
の
思
い

を
「
あ
あ
、
時
間
が
こ
ん
な
に
は
つ
き
り
と
見
え
る
」（『
測
量
船
』
所
収

「
昼
」）
と
い
っ
た
が
、
こ
れ
こ
そ
、
ま
さ
に
時
間
が
見
え
る
の
だ
。

《
姨
捨
》
は
先
述
の
ご
と
く
「
返
せ
や
返
せ

昔
の
秋
を
」
と
い
う
。
百

歳
に
及
ぼ
う
か
と
い
う
老
女
が
、
ま
る
で
喘
ぐ
が
ご
と
き
気
息
で
昔
を
追
慕

す
る
。
そ
し
て
憶
い
は
タ
イ
ム
・
ス
リ
ッ
プ
し
て
「
思
ひ
出
で
た
る
妄
執
の

心

や
る
か
た
も
な
き

今
宵
の
秋
風
…
」
と
、
し
ば
し
閻
浮
の
昔
に
返
る

│
│
と
、「
夜
も
す
で
に
し
ら
し
ら
と

は
や
あ
さ
ま
に
も
な
り
ぬ
れ
ば

わ�

れ�

も�

見�

え�

ず�

旅
人
も
帰
る
あ
と
に
」。
夜
も
白
み
、
旅
人
一
行
は
立
つ
。

老
女
は
わ
れ
と
わ
が
姿
の
消
え
て
ゆ
く
の
を
身
を
も
っ
て
た
し
か
め
よ
う
と

能
本
《
姨
捨
》
の
作
者
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す
る
。《
西
行
桜
》
の
老
桜
の
精
が
薄
れ
ゆ
く
わ
が
姿
を
切
実
に
た
し
か
め

よ
う
と
す
る
の
と
お
な
じ
く
、
老
女
の
魂
は
、
わ
れ
と
薄
れ
ゆ
く
わ
が
姿
を

た
し
か
め
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、《
西
行
桜
》
は
年
た
り
た
老
木
の
桜
が

西
行
庵
の
庭
に
、《
姨
捨
》
は
、
そ
の
昔
こ
こ
に
捨
て
ら
れ
た
老
女
の
魂
が

姨
捨
山
の
頂
き
に
厳
然
と
残
っ
て
、
一
曲
は
終
る
の
で
あ
る
。
能
本
の
成
立

時
期
よ
り
、
い
ま
伝
わ
る
ア
イ
狂
言
の
セ
リ
フ
の
成
立
時
期
が
降
る
の
は
自

明
の
こ
と
と
し
て
、《
姨
捨
》
の
大
蔵
流
の
ア
イ
が
「
男
は
妻
に
隠
れ
山
へ

分
入
。
姨
を
捨
て
た
る
所
を
尋
る
に
。
は
や
姨
は
空
敷
な
り
。
執
心
石
と
成

て
御
座
有
程
に
…
」（『
井
狩
辰
吉
手
沢
本
』）
と
語
る
の
は
、
い
さ
さ
か
俗

な
が
ら
、《
姨
捨
》
の
読
み
と
し
て
、
的
を
は
ず
し
て
は
い
な
い
。
少
な
く

と
も
、
月
光
菩
薩
の
化
身
な
ど
と
い
う
曲
解
よ
り
は
、
は
る
か
に
正
し
い
と

い
っ
て
よ
い
。

こ
の
二
曲
は
太
鼓
入
り
の
〈
序
之
舞
〉
を
舞
う
。
だ
い
た
い
、
太
鼓
入
り

の
〈
序
之
舞
〉
は
一
曲
の
筋
立
て
と
は
や
や
独
立
し
た
遊
楽
で
あ
る
。
し
か

る
に
、
禅
竹
作
の
《
小
塩
》、
禅
竹
の
影
の
採
曳
す
る
《
姨
捨
》《
西
行
桜
》

は
、
大
小
《
序
之
舞
》
の
ご
と
く
、
主
人
公
の
主
題
に
参
画
し
よ
う
と
い
う

主
情
念
に
貫
か
れ
た
舞
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
に
も
、
禅
竹
の
意
識
が
現
れ

て
い
は
せ
ぬ
で
あ
ろ
う
か
。

八
、
引
用
詩
「
三
五
夜
中
」
と
「
蘭
省
花
時
」

《
小
督
》
の
後
シ
テ
の
登
場
詞
は
先
述
の
と
お
り
、「
あ
ら
お
も
し
ろ
の
折

か
ら
や
な
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
づ
く
詞
章
は
「
三
五
夜
中
の
新
月
の
色

二
千
里
の
外
も
遠
か
ら
ぬ
」
と
い
う
、
白
氏
文
集
を
和
漢
朗
詠
集
が
引
く

白
氏
の
詩
句
で
あ
る
。《
雨
月
》
の
〔
初
同
（
上
歌
）〕
に
も
当
夜
の
月
を
賞

し
て
「
三
五
夜
中
の
新
月
の

二
千
里
の
外
ま
で
も

心
知
ら
る
る
秋
の

空
」
と
引
く
。《
姨
捨
》
の
ワ
キ
一
行
が
〔
待
謡
〕
を
謡
っ
た
あ
と
に
も
、

「
三
五
夜
中
の
新
月
の
色

二
千
里
の
外
の
故
人
の
心
」
と
い
う
ワ
キ
の

〔
詠
〕
が
あ
る
。
三
曲
と
も
統
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
中
秋
の
名
月
で
あ

り
、
朗
詠
に
収
め
る
詩
句
ま
た
、
そ
れ
を
諷
詠
す
る
も
の
ゆ
え
、
古
来
著
名

な
こ
の
詩
句
が
こ
れ
ら
の
曲
に
引
か
れ
る
の
は
、
し
ご
く
当
然
の
こ
と
な
の

だ
が
、
わ
た
し
は
こ
の
引
用
に
は
あ
る
裏
打
ち
と
い
う
か
、
こ
の
作
書
を
必

然
た
ら
し
め
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
思
う
。

さ
き
に
も
い
っ
た
よ
う
に
、
禅
竹
は
定
家
を
尊
崇
し
、
定
家
に
傾
倒
し
、

そ
の
歌
境
に
心
酔
し
た
。
能
本
作
者
少
な
か
ら
ず
と
い
え
ど
も
、
定
家
の
家

集
『
拾
遺
愚
草
』
の
収
載
歌
を
能
作
中
に
引
く
の
は
、
ひ
と
り
禅
竹
の
み
で

（
�
）

あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
禅
竹
は
『
歌
舞
髄
脳

記
』『
五
音
十
体
』『
五
音
三
曲
集
』
と
い
っ
た
伝
書
に
、
当
時
、
定
家
自
身

の
手
に
成
る
と
信
じ
こ
ま
れ
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
「
鵜
鷺
の
偽
書
」
の
『
三

五
記
』『
愚
見
抄
』『
愚
秘
抄
』
か
ら
、
じ
つ
に
多
数
の
歌
を
引
き
、『
定
家

十
体
』
に
ま
な
ぶ
幽
玄
体
〜
拉
鬼
体
の
歌
体
の
類
別
に
し
た
が
っ
て
能
作
品

を
分
類
し
て
い
る
。
禅
竹
に
は
『
明
月
記
』
↓
『
三
五
記
』
↓
八
月
十
五
夜

に
白
氏
が
詠
ん
だ
「
三
五
夜
中
…
」
の
作
と
い
う
、
仏
家
の
尊
ぶ
仏
祖
系
譜

の
ご
と
き
、
や
や
信
仰
に
近
い
観
念
が
宿
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

『
三
五
記
』
の
「
第
二

長
高
体
」
の
例
詩
と
し
て
こ
の
作
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
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こ
れ
と
お
な
じ
意
識
で
禅
竹
が
《
芭
蕉
》
の
〔
初
同
〕
に
引
く
の
が
、
や

は
り
和
漢
朗
詠
集
が
白
氏
文
集
か
ら
引
く
「
蘭
省
花
時
錦
張
下

廬
山
雨
夜

草
庵
中
」（
巻
下
「
山
家
」）
で
あ
る
。

誰
か
言
ひ
し

蘭
省
の
花
の
時

錦
張
の
下
と
は
廬
山
の
雨
の
夜

草

庵
の
う
ち
ぞ
思
は
る
る

い
ろ

ヒ
ロ
イ
ン
芭
蕉
の
精
は
、
い
わ
ゆ
る
紅
無
し
、
赤
系
統
の
色
を
含
ま
な

い
、
や
や
年
闌
け
た
風
趣
で
現
れ
る
。
彼
女
は
な
に
と
し
て
も
仏
縁
が
結
び

た
く
、
夜
々
、
法
華
経
の
薬
草
喩
品
を
読
誦
す
る
僧
の
庵
の
前
に
た
た
ず

む
。
女
人
ゆ
え
入
室
を
許
さ
な
か
っ
た
僧
も
、
彼
女
の
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
仏

心
に
ほ
だ
さ
れ
て
、
経
文
読
誦
の
間
だ
け
、
庵
の
う
ち
を
許
そ
う
と
い
う
。

地
謡
が
こ
の
詩
を
謡
い
、「
草
庵
の
う
ち
ぞ
思
は
る
る
」
と
シ
テ
が
切
な
る

心
で
脇
座
へ
向
く
と
、
ワ
キ
の
僧
は
入
室
を
許
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の

だ
。
禅
竹
に
と
っ
て
は
、
こ
の
詩
句
は
世
阿
弥
の
い
う
「
規
模
な
る
（
注
、

眼
目
ノ
）
言
葉
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。『
三
五
記
』
は
「
第
一

幽
玄

体
」
の
う
ち
「
行
雲
体
」
の
例
詩
と
し
て
挙
げ
、『
愚
見
抄
』
は
こ
の
詩
句

を
挙
げ
て
「
此
詩
を
こ
そ
亡
父
卿
は
詠
せ
ら
れ
し
」、『
愚
秘
抄
』
は
お
な
じ

く
こ
の
詩
句
を
挙
げ
て
「
此
詩
を
を
ぞ
先
人
常
に
高
吟
せ
ら
れ
し
」
と
し
る

す
。
す
な
わ
ち
、
定
家
が
父
俊
成
は
こ
の
詩
句
を
つ
ね
に
愛
誦
し
て
い
た
と

い
っ
て
い
る
て
い
な
の
だ
。
こ
れ
を
禅
竹
が
黙
過
す
る
は
ず
は
、
け
っ
し
て

な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

│
│
小
論
中
の
能
本
本
文
、
能
の
型
は
、
原
則
と
し
て
観
世
流
に
拠
っ
て
い

る
│
│

注（
１
）
観
世
と
現
今
の
金
剛
の
表
記
。
喜
多
と
大
戦
後
復
曲
し
た
金
春
が

《
伯
母
捨
》、『
自
家
伝
抄
』
は
《
伯
母
捨
山
》、
観
世
元
章
の
『
二
百

拾
番
謳
目
録
』『
明
和
改
正
謡
本
』
は
《
姨
棄
》。

（
２
）
拙
稿
「
能
本
《
求
塚
》
の
作
書
者
」（『
論
究
日
本
文
学
』
第
九
十

一
号
。
二
〇
〇
九
年
十
二
月
）。

（
３
）「
小
町
、
昔
は
長
き
能
也
。「〔
漕
ぎ
ゆ
く
〕
人
は
た
れ
や
ら
ん
」
と

云
て
、
な
を
�
�
謡
ひ
し
也
。
後
は
、
其
あ
た
り
に
玉
津
島
の
御
座

有
と
て
、
幣
帛
を
捧
げ
け
れ
ば
御
先
と
成
て
出
現
有
体
也
。
是
を
よ

く
せ
し
と
て
、
日
吉
の
烏
大
夫
と
言
は
れ
し
也
。
当
世
、
是
を
略

す
」（『
談
儀
』。
岩
波
版
「
日
本
思
想
大
系
」
表
章
・
加
藤
周
一

『
世
阿
弥

禅
竹
』
に
拠
る
）
と
あ
っ
て
、
世
阿
弥
改
作
の
可
能
性

が
あ
る
。

（
４
）
横
道
萬
里
雄
氏
の
こ
の
用
語
の
初
出
は
不
詳
。

（
５
）
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）、
西
森
六
兵
衛
・
吉
田
徳
兵
衛
板
行
の
内

組
に
対
応
す
る
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
板
行
の
外
組
。
外
組
に
は

須
原
屋
茂
兵
衛
が
名
を
連
ね
る
。

（
６
）「
禅
竹
用
語
考
①
│
│
な
か
な
か
│
│
」（
月
刊
『
能
』
平
成
四
年

五
月
）。
の
ち
に
拙
著
『
能
の
理
念
と
作
品
』
に
収
載
。

（
７
）「
禅
竹
用
語
考
⑧
│
│
袖
を
返
す
│
│
（
同
右
誌

平
成
五
年
十
二

月
）。
右
に
お
な
じ
く
拙
著
に
収
載
。

能
本
《
姨
捨
》
の
作
者
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（
８
）
小
論
に
引
用
す
る
能
本
本
文
の
う
ち
、《
田
村
》
の
こ
の
二
句
の
み

禅
竹
の
『
五
曲
三
曲
集
』
に
拠
っ
て
い
る
。

（
９
）
伊
藤
正
義
『
金
春
禅
竹
の
研
究
』（
赤
尾
照
文
堂
）
が
は
じ
め
て
指

摘
。

○
小
論
を
お
よ
そ
書
き
終
え
た
こ
ろ
、
西
野
春
雄
氏
か
ら
三
宅
晶
子
氏
の

「
金
春
禅
竹
の
能
小
考
│
│
〈
定
家
〉
と
百
人
一
首
・〈
姨
捨
〉
の
作
者
│
│
」

（『
国
語
と
国
文
学
』
平
成
二
十
五
年
十
月
）
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。《
姨

捨
》
の
作
者
を
禅
竹
な
ら
ん
と
す
る
好
論
で
、
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
少
な
く

な
か
っ
た
が
、
時
間
的
な
理
由
で
こ
こ
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

（
み
か
た
・
け
ん

能
役
者
シ
テ
方
観
世
流
）

一
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